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東北防衛局広報紙（東北６県の防衛に関する情報紙）

2 新年挨拶、自衛隊記念日式典

5 ようこそわが街へ（第３回）～福島県三島町～

6 トピックス 12 インフォメーション

4 元プロ野球選手太田幸司氏による講演会

2016年も新たな風を



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
東
北
防
衛
局
へ
の
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 新

年
挨
拶

さ
て
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
は
、
中
国
に
よ
る
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ

海
に
お
け
る
活
動
の
急
速
な
拡
大
・
活
発

化
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発

の
進
展
、
さ
ら
に
は
イ
ス
ラ
ム
国
（IS

IL

）

に
よ
る
広
範
囲
に
わ
た
る
テ
ロ
活
動
な
ど

様
々
な
課
題
や
不
安
定
要
因
が
よ
り
顕
在

化
・
先
鋭
化
し
て
き
て
お
り
、
一
層
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
民
の
生
命
・
財
産

と
我
が
国
の
領
土
・
領
海
・
領
空
を
断
固

と
し
て
守
り
抜
く
た
め
に
防
衛
省
・
自
衛

隊
に
課
さ
れ
た
任
務
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
昨
年
九
月
に
は

平
和
安
全
法
制
が
国
会
で
成
立
を
致
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
我
が
国
の
平
和
と
安
全

を
守
る
た
め
の
大
事
な
法
律
で
あ
り
ま

す
。
本
年
は
そ
の
施
行
を
迎
え
る
わ
け
で

す
が
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
と
し
て
は
法
施

行
に
向
け
た
準
備
に
万
全
を
期
し
て
参
り

ま
す
。

ま
た
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
平
成

二
十
五
年
に
策
定
さ
れ
た
防
衛
計
画
の
大

綱
及
び
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
統
合
機
動
防
衛
力
の
構
築
を
目
指
し

て
適
切
な
防
衛
力
の
整
備
を
着
実
に
進
め

て
参
り
ま
す
。

東
北
六
県
に
お
け
る
自
衛
隊
・
米
軍
の

基
地
対
策
及
び
建
設
工
事
、
並
び
に
自
衛

隊
装
備
品
等
の
監
督
・
検
査
等
を
任
務
と

す
る
我
が
東
北
防
衛
局
と
致
し
ま
し
て

も
、
新
年
に
当
た
り
職
員
一
同
一
層
気
を

引
き
締
め
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
す
。

更
に
、
我
々
が
そ
の
任
務
を
適
切
に
果

た
し
て
い
く
上
で
、
国
民
の
皆
様
に
私
ど

も
の
施
策
を
ご
理
解
頂
く
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
関
係
地
方
公

共
団
体
と
の
連
携
を
一
層
強
め
る
と
と
も

に
、
私
ど
も
の
様
々
な
施
策
に
つ
い
て
ご

理
解
を
深
め
て
頂
け
ま
す
よ
う
、
防
衛
セ

ミ
ナ
ー
や
日
米
交
流
事
業
、
ラ
ジ
オ
に

よ
る
広
報
や
講
師
派
遣
、
そ
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
こ
の
広
報
紙
「
東
北
の
か
な

め
」
の
内
容
の
一
層
の
充
実
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
皆
様
方
か
ら
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
二
〇
一
六
年
が

皆
様
に
と
り
平
和
と
安
心
に
満
た
さ
れ
た

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
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平
成
27
年
11
月
２
日
、
自
衛
隊
記
念
日

（
11
月
１
日
）
の
節
目
に
際
し
、
東
北
防

衛
局
自
衛
隊
記
念
日
式
典
を
開
催
し
ま
し

た
。式

典
で
は
、
齋
藤
雅
一
東
北
防
衛
局
長

か
ら
「
職
員
が
一
同
に
会
し
、
改
め
て

我
々
の
任
務
・
使
命
に
思
い
を
致
し
、
職

員
各
自
が
防
衛
省
・
自
衛
隊
、
そ
し
て
東

北
防
衛
局
の
役
割
を
見
つ
め
直
す
と
と
も

に
更
な
る
団
結
の
強
化
を
図
る
契
機
と
す

る
た
め
、
こ
の
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
と

し
た
。」、「
我
々
の
業
務
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し
、
こ
の
東
北
防
衛
局
と
い
う

バ
ト
ン
を
将
来
に
立
派
に
引
き
継
い
で
い

け
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
更
に
力
を
合
わ

せ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。」、「
私
ど
も

の
業
務
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
戴
い

て
い
る
関
係
自
治
体
や
地
元
住
民
の
皆
様

に
改
め
て
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
す

る
。」
等
と
訓
示
し
た
後
、
防
衛
省
職
員

と
し
て
25
年
の
永
年
勤
続
者
に
対
す
る
表

彰
、
業
務
遂
行
に
功
績
の
あ
っ
た
職
員
に

対
す
る
賞
詞
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
に
際
し
て
は
、
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
祈
念
し
、
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽

隊
８
名
に
よ
る
生
演
奏
に
合
わ
せ
、
全
職

員
で
復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
を

合
唱
し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
東
北

防
衛
局
の
所
掌
業
務
の
遂
行
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
戴
い
た
、
石
巻
市
長
・
亀
山
紘

様
、
並
び
に
元
東
北
防
衛
局
入
札
監
視
委

員
会
委
員
長
・
山
本
展
雅
様
に
対
し
、
齋

藤
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

訓示する齋藤局長

前列左より石巻市長　亀山紘様（代理）、齋藤局長、

元東北防衛局入札監視委員会委員長　山本展雅様

全職員で「花は咲く」を合唱

陸上自衛隊東北方面音楽隊による生演奏

自
衛
隊
記
念
日
式
典
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太
田
幸
司
氏
に
よ
る
講
演
会

平
成
27
年
11
月
12
日
、
元
プ
ロ
野
球
選

手
で
近
鉄
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
等
で
投
手
と

し
て
活
躍
し
、
現
在
、
毎
日
放
送
の
野
球

解
説
者
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
、
日
本
女

子
プ
ロ
野
球
機
構
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

に
も
就
任
し
、
女
子
野
球
の
普
及
・
育
成

に
尽
力
し
て
い
る
太
田
幸
司
氏
を
東
北
防

衛
局
に
お
招
き
し
、
野
球
を
通
し
て
の
人

生
観
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
昭
和
43
年
夏
に
三
沢
高
校

（
青
森
県
三
沢
市
）
が
初
め
て
甲
子
園
に

出
場
し
た
時
の
感
激
、
昭
和
44
年
夏
に
甲

子
園
３
回
目
の
出
場
で
、
目
標
と
し
て
い

た
２
回
戦
の
壁
を
破
る
と
決
勝
ま
で
進

み
、
決
勝
戦
で
は
強
豪
松
山
商
業
に
敗
れ

た
も
の
の
、
三
沢
高
校
の
エ
ー
ス
と
し

て
、
延
長
18
回
引
き
分
け
の
試
合
と
翌
日

の
再
試
合
を
体
力
の
限
界
を
感
じ
な
が
ら

も
全
力
投
球
し
、
負
け
て
も
涙
の
出
な
い

さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ
た
と
振
り
返

り
つ
つ
、
小
学
、
中
学
か
ら
の
仲
間
と
一

緒
に
野
球
を
や
っ
て
き
て
、
気
持
ち
の
繋

が
り
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
が
力
以
上
の
も

の
を
生
み
出
し
た
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
一
生
懸
命
や
っ
て
い
れ
ば
必

ず
ご
褒
美
が
あ
る
」、「
与
え
ら
れ
た
環
境

の
中
で
ど
う
工
夫
す
る
か
だ
」、「
仕
事
に

お
い
て
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
」、「
年

齢
に
と
ら
わ
れ
ず
目
標
を
持
っ
て
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
」、「
監
督
の
仕
事
は
作
戦

指
揮
で
は
な
く
人
心
掌
握
。
こ
れ
は
野
球

チ
ー
ム
以
外
の
組
織
に
も
当
て
は
ま
る
と

思
う
」
な
ど
、
職
員
が
今
後
仕
事
に
取
り

組
む
上
で
参
考
と
な
る
、
た
く
さ
ん
の
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
齋
藤
雅
一
東
北
防

衛
局
長
か
ら
太
田
氏
に
記
念
品
（
盾
）
が

贈
呈
さ
れ
、
聴
講
者
と
の
記
念
撮
影
も
行

わ
れ
ま
し
た
。　

太田幸司（青森県三沢市出身）

昭和44年　第51回夏の甲子園大会に
　　　　　三沢高校投手として出場し準優勝
昭和45年　ドラフト１位で近鉄バッファローズに入団
昭和58年　読売巨人軍に移籍
昭和59年　阪神タイガースに移籍、退団
　　　　　生涯成績：58勝85敗４セーブ
昭和60年　毎日放送野球解説者、スポーツキャスター
平成21年　日本女子プロ野球機構スーパーバイザー
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よ
う
こ
そ
わ
が
街
へ（
第
３
回
）～
福
島
県
三
島
町
～

写真・文章ともに三島町提供

まつりの詳細は三島町観光協会（電話：0241-48-5000）へお問い合わせください。

ま
す
。

ま
た
只
見
川
に
沿
っ
て
JR
只
見
線
が
走

り
、
渓
谷
と
鉄
道
が
織
り
成
す
四
季
折
々

の
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雪
国

な
ら
で
は
の
民
具
作
り
の
知
恵
や
、
暮
ら

し
に
根
付
く
民
俗
行
事
が
継
承
さ
れ
、
町

民
が
守
り
継
い
で
き
た
文
化
を
大
切
に
す

る
町
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

三
島
町
は
、
福
島
県
の
西
部
に
位
置

し
、
尾
瀬
を
源
流
と
す
る
只
見
川
沿
い
に

あ
る
山
間
の
町
で
す
。
十
八
カ
所
に
集
落

が
点
在
し
、
冬
は
積
雪
が
２
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
こ
と
も
あ
る
豪
雪
地
域
で
す
。

古
く
か
ら
「
会
津
桐
」
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
、
町
内
随
所
に
植
え
ら
れ
て
お

り
、
春
に
は
一
斉
に
薄
紫
の
花
を
咲
か
せ

２
月
13
日
、
三
島
町
町
民
運
動
場
で
第

44
回
雪
と
火
の
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。こ

の
ま
つ
り
で
は
、
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
サ
イ
ノ

カ
ミ
」（
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
、
村
中

安
全
を
祈
願
す
る
行
事
）
や
「
鳥
追
い
」

（
昔
か
ら
伝
わ
る
歌
で
害
鳥
を
追
い
払

い
、
豊
作
を
願
う
行
事
）、「
団
子
さ
し
」

（
だ
ん
ご
さ
し
の
木
な
ど
の
枝
先
に
団
子

を
さ
し
、
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
す
る
行

事
）
な
ど
、
三
島
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

伝
統
行
事
が
再
現
さ
れ
ま
す
。

18
時
に
は
、「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
に
火
が

点
さ
れ
、
赤
々
と
燃
え
る
幻
想
的
な
「
サ

イ
ノ
カ
ミ
」
の
炎
と
花
火
の
饗
宴
が
楽
し

め
る
ほ
か
、
雪
国
な
ら
で
は
の
雪
上
イ
ベ

ン
ト
や
津
軽
三
味
線
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ

ま
す
。

会
場
内
で
は
奥
会
津
三
島
横
丁
と
題
し

地
元
の
美
味
し
い
食
べ
物
に
加
え
、
い
わ

き
市
道
の
駅
「
よ
つ
く
ら
港
」
か
ら
の
海

産
物
が
並
び
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
的
工
芸

品
・
奥
会
津
編
み
組
細
工
の
一
つ
山
ブ
ド

ウ
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
や
、
親
子

で
楽
し
め
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
作
り
も

体
験
で
き
ま
す
。

桐
の
里
、
そ
し
て
自
然
あ
ふ
れ
る
ま
ち

三
島
町
へ
是
非
と
も
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

桐の里

三島町
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ト
ピ
ッ
ク
ス

防衛大臣感謝状伝達式

所要のため防衛大臣感謝状の贈呈式を欠席さ

れた東松島市長・阿部秀保氏、八戸市長・小林

眞氏に対し、平成27年11月５日及び６日、防

衛大臣感謝状を伝達しました。

この防衛大臣感謝状は、自衛隊に協力し又は

自衛隊を援助して、その功労が著しいと認めら

れる方に対して贈呈されるもので、両氏は平成

17年の就任以来、阿部東松島市長におかれて

は松島飛行場、小林八戸市長におかれては八戸

飛行場の安定的な使用等に大変寄与されたとい

うことで、今般の受賞に至ったものです。

また、八戸市長への伝達式には、10月17日、

防衛大臣より防衛大臣感謝状を受賞された八戸

市議会議員・坂本美洋氏にもご同席いただきま

した。

受賞した阿部東松島市長（前列右から２人目）

受賞した小林八戸市長（前列中央）と

坂本市議（前列右）

防衛セミナーを開催

平成27年12月18日、秋田県民会館ジョイナ

ス（秋田県秋田市）において防衛セミナーを開

催し、約110名の方々にお越しいただきました。

本セミナーでは、主催者である齋藤雅一東北

防衛局長からの挨拶の後、穂積 志
もとむ

秋田市長（髙

橋洋樹秋田市総務部長代読）、鈴木健太秋田県

議会議員から挨拶をいただき、引き続き、防衛

研究所主任研究官の阿久津博康氏が「最近の朝

鮮半島情勢と日本の対応」と題し、また、陸上

自衛隊秋田駐屯地司令の前島政樹１等陸佐が

「陸上自衛隊の主な活動」と題し講演しました。

聴講者からは、「今後もこの様に学術的な話

を聞かせてほしい」、「秋田に住んでいながら知

らなかった自衛隊の活動を知る良い機会になっ

た」などの感想が寄せられました。

阿久津主任研究官

前島１等陸佐
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在札幌米国総領事館講演

プレゼンテーションするパネリスト

平成27年10月７日、東北防衛局において在

札幌米国総領事館による講演会が開催されまし

た。

講演では、「日米防衛協力の新ガイドライン

～変化する国際情勢と日米同盟の役割」と題

し、４名のパネリストから新ガイドラインの目

的、地域と世界の安全のための対応など、変化

する国際情勢を読み解きながら、新ガイドライ

ンが与える影響と日米同盟の役割を多角的に考

察するプレゼンテーションがあり、引き続き質

疑応答が行われました。

講師を派遣 平成27年10月22日、三沢東ロータリークラ

ブからの依頼を受け、坪川弘企画部長が同クラ

ブ定例会において講演を行いました。坪川部長

からは、東北防衛局の主な業務及び地域との調

和を図るための諸施策について具体例を交えた

説明を行い、和やかな雰囲気で進行しました。

当局では、東北管内の自治体研修や高校・大

学などに講師の派遣を行っております。日本の

防衛政策や自衛隊の災害派遣など各種防衛行政

について、講話のご要望がございましたらお気

軽にご相談ください。講演する坪川企画部長

東北防衛施設地方審議会を開催

審議会の様子

平成27年10月20日、陸上自衛隊霞目駐屯地

（宮城県仙台市）において、平成27年度東北

防衛施設地方審議会を開催しました。

今回の審議会においては、会長及び各委員の

防衛行政に対する認識をなお一層高め、理解を

深めていただくため、平成27年版防衛白書及

び平和安全法制の概要について、齋藤雅一東北

防衛局長から説明が行われました。 

また、霞目駐屯地の概況説明や、王城寺原演

習場などの自衛隊施設の視察など、防衛施設に

対する一層の理解を深めていただきました。

東北のかなめ（第 33 号）
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車座ふるさとトーク開催

挨拶する熊田政務官

平成27年10月23日、秋田市役所正庁（秋田

県秋田市）で開催した「車座ふるさとトーク」

に熊
く ま だ

田裕
ひろみち

通防衛大臣政務官が出席し、齋藤雅一

東北防衛局長が陪席しトークを傍聴しました。

今回は、「自衛隊と地域社会の信頼を深める」

をテーマに、秋田市職員や自治会などの方々と

意見交換が行われ、参加者からは、自衛隊と地

域の交流などについて意見が出されました。

熊田政務官からは、「今日いただいたアイデ

アについては、防衛省に持ち帰り実現に向けて

検討していきたい。」と述べました。

在日米軍従業員永年勤続者表彰

表彰状及び記念品を授与する齋藤局長

平成27年10月23日、米空軍三沢基地内（青

森県三沢市）において「平成27年度在日米軍

従業員永年勤続者表彰式」が開催されました。

三沢市長代理の大澤政策財政部長及び小比類

巻三沢市議会議長等のご来賓をはじめ米軍人、

日本人従業員など多くの関係者がご出席され、

永年勤続者133名の皆さんが表彰されました。

式典終了後においては、受賞者を囲んで来賓

及びお祝いに参列された多くの職場関係の皆さ

んで懇談の場が設けられ、華やかとなった祝宴

は終了しました。

事故連絡協議会を開催

冒頭の挨拶をする坪川企画部長

平成27年10月22日、「平成27年度三沢飛行

場周辺航空事故連絡協議会」を三沢市国際交流

教育センター（青森県三沢市）において開催し、

27関係機関から約60名が出席しました。

会議では、八戸海上保安部警備救難課長及び

上
かみとおさん

十三地域４消防本部消防通信指令事務協議会

上十三消防指令センター長からの講話が行わ

れ、最後に当局の畑中昌宏業務課長から、本協

議会を通して米軍機、自衛隊機、民間機の航空

事故が発生した場合の対処に万全を期するよ

う、改めて関係機関へ協力要請を行いました。

東北のかなめ（第 33 号）
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油船ＹＯ４３進水式 平成27年11月５日、株式会社北浜造船鉄工

（青森県青森市）において建造中の油船ＹＯ４

３（490t 型）の進水式が執り行われ、栗原眞

喜子郡山防衛事務所長が出席しました。

式典では、栗原所長による「ＹＯ４３」命名

の儀に続き、進水の儀が行われ、進水斧が降り

下ろされると支
し こ う

綱が切断されて、船は静かに

ゆっくりとむつ湾に進水しました。

本船は今後、各種艤装、海上公試を経た後、

今年度末に長崎県佐世保市の佐世保地方隊に引

き渡される予定です。むつ湾に進水するＹＯ４３

日米合同による図上訓練

訓練に参加する職員

平成27年11月19日、三沢市国際教育交流セ

ンター（青森県三沢市）において行われた米軍

航空機の墜落事故を想定した「日米ガイドライ

ン」に基づく図上訓練に参加しました。

訓練は、日米の関係機関等が参加して行わ

れ、米軍三沢基地所属のＦ－１６戦闘機が三沢

漁港に墜落したとの想定に基づき、初動対応の

要領を確認しました。

本訓練において当局は、米軍への事実確認な

どの役割を担い、他機関との連携などについて

再確認しました。

中谷防衛大臣部隊視察

中谷大臣へ説明する齋藤局長

中谷元防衛大臣は、平成27年11月17日、航

空自衛隊大滝根分屯基地（福島県川内村）を、

翌18日には航空自衛隊松島基地（宮城県東松

島市）を視察されました。

視察には、齋藤雅一東北防衛局長も随行し、

大滝根分屯基地では、東京電力福島第一原子力

発電所の事故により、環境中に放出された放射

性物質の除染工事の状況説明を行ったほか、松

島基地では、施工中の駐機場地区整備工事など

の状況を説明しました。

東北のかなめ（第 33 号）
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山形県知事へ防衛白書を説明

吉村山形県知事へ説明する齋藤局長

平成27年11月30日、齋藤雅一東北防衛局長

が山形県知事の吉村美栄子氏を訪問し、平成

27年版防衛白書の説明を行いました。

東北防衛局では、幅広い理解と協力を得る地

方協力確保事務の一環として、自衛隊地方協力

本部と協力し、県知事や市町村長などへ防衛白

書の説明を行っています。

説明には、自衛隊山形地方協力本部の鈴木英

明本部長及び神町駐屯地の岡田圭治第２０普通

科連隊副連隊長も同席しました。

業務紹介パンフレットが完成 「防衛局業務の理解の深化」と「有用な人材

の確保」を目的とした業務紹介パンフレット（自

治体向けパンフレット及び学生向けパンフレッ

ト）が完成しました。

パンフレットの作成は、広報の活性化などを

目的として指定された「若手チーム」のうち、

採用１年目の９名が自らが採用試験の際に感じ

た「あったらいいな」といった思いや、若い感

性を十二分に活かしたものとなりました。

パンフレットをご要望の方は当局までお問い

合わせください。（連絡先：022-297-8209）
自治体向けパンフレット（左）と

学生向けパンフレット（右）

多賀城市都市計画道路の起工式

祝辞を述べる齋藤局長

平成27年12月４日、多賀城市都市計画道路

笠
かさがみ

神八
や わ た

幡線及び清水沢多賀城線の整備工事の合

同起工式が多賀城市文化センター（宮城県多賀

城市）において行われ、当局からは齋藤雅一東

北防衛局長が出席し、祝辞を述べました。

笠神八幡線は災害発生時の避難経路の確保な

どに寄与する道路であり、防衛省では、多賀城

市から道路用地として多賀城駐屯地の一部を割

譲してもらいたいとの強いご要望を受けたこと

から、関係機関との調整を重ね、約1.2ヘクター

ルの土地を割譲することとしています。
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米軍再編に係る訓練移転

騒音測定の状況を視察する齋藤局長

平成27年12月１日から17日までの間、米軍

再編に係る嘉手納飛行場から三沢基地への訓練

移転が実施され、東北防衛局では平成27年11

月27日から12月21日までの間、訓練移転対策

本部現地連絡本部を三沢防衛事務所（青森県三

沢市）に設置しました。

連絡本部では、１日約10名の職員を配し、

訓練移転の実施に関する米軍、関係機関等との

連絡調整や、実施時における騒音測定などを実

施し、訓練移転の円滑な実施に寄与しました。

サイバー攻撃対処訓練を実施

緊急対策会議の様子

平成27年12月10日、サイバー攻撃の未然防

止に関する措置を適切に行い通報体制を確認す

るとともに、サイバー攻撃の被害を認知した場

合の組織的な対応を確認するため、サイバー攻

撃対処訓練を実施しました。

訓練は、「システム利用者等による不審メー

ル対処訓練」、「サイバー攻撃の被害を認知した

状況下での対処訓練」の２段階で行われ、サイ

バー攻撃に対する対応を確認しました。

当局では、今回の訓練を踏まえ、教育を実施

するなど、サイバー攻撃へ備えていきます。

各トピックスの詳細は、東北防衛局ホームページをご確認ください。

仙台リレーマラソンで快走

東北防衛局ランニングクラブ "WINDS"

平成27年11月8日に行われた仙台リレーマ

ラソンにおいて、東北防衛局ランニングクラ

ブ” WINDS”（15名）が、目標の「サブ３」を

大幅に上回る２時間43分33秒の記録で、職場

対抗の部に参加した132チーム中４位、全体で

も333チーム中17位と快走しました。

車座ふるさとトークで熊田防衛大臣政務官が

述べられた「非番の時などに地域のボランティ

アなどに参加して、地域となじむことも大事」

を実践中です。東北防衛局の青いＴシャツを見

かけた方はお気軽にお声かけください。
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東北防衛局では、防衛省・自衛隊の各種施策について、地方公共団体及び地域住民から幅広い理

解と協力を得ることを目的とした地方協力確保事務の一環として、防衛政策や自衛隊・米軍の活

動状況等について、短時間で分かりやすく伝えるラジオ番組、「日本の防衛Ｑ＆Ａ」などを放送

しております。過去には、防衛局で働く若手職員による業務内容の説明や、防衛大臣へのインタ

ビューなども放送しており、今後も、基本的な防衛政策からニュースを賑わせている防衛課題ま

で、様々な話題を幅広く放送する予定ですので、是非ともお聞きください。放送日は、東北防衛

局ホームページをご確認ください。

東北防衛局が送るラジオ番組

自衛隊が今後予定している主な広報行事等は次のとおりです。ぜひ見に来てください！
開催日 イベント名 開催場所 問い合わせ先

１月９日
（土）

新春
たこ作り・凧揚げ大会

霞目駐屯地
（宮城県仙台市）

霞目駐屯地広報室
022-286-3101

１月17日
（日）

第９音楽隊40周年記念
New Year Concert

リンクモア平安閣市民ホール
（青森県青森市）

第９師団第９音楽隊
017-781-0161（内線6882）

１月24日
（日）

第38回
福島自衛隊音楽祭

福島県文化センター
（福島県福島市）

福島駐屯地広報室
024-593-1212（内線204､205）

１月30日
（土）

「美の国あきた」
自衛隊演奏会2016

秋田県民会館
（秋田県秋田市）

自衛隊秋田地方協力本部広報室
018-823-5404

２月21日
（日）

第11回
第６師団音楽まつり

天童市民文化会館
（山形県天童市）

第６師団司令部広報班
0237-48-1151（内線5374）

２月27日
（土）

東北方面音楽隊
第52回定期演奏会

東京エレクトロンホール宮城
（宮城県仙台市）

東北方面総監部広報室
022-231-1111（内線2373、2374）

３月５日
（土）

第９師団
第38回定期演奏会

リンクステーションホール青森
（青森県青森市）

第９師団司令部広報室
017-781-0161（内線6054）

３月８日
（火）

第32回
自衛隊郡山音楽祭

郡山市文化センター
（福島県郡山市）

郡山駐屯地広報班
024-951-0225（内線283、284）

３月12日
（土）

第30回
岩手駐屯地定期演奏会

盛岡文化ホール
（岩手県盛岡市）

岩手駐屯地 広報班
019-688-4311（内線256）

※事前申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけ前にご確認ください。

東北の主な自衛隊広報行事

第４回MISAWA アイスホッキー開催
１月16日（土）に三沢アイスアリーナ（青森県三沢市）にお

いて「第４回MISAWAアイスホッキー」のイベントを開催し

ます。昨年の第３回大会では、にんにくヘルメットをかぶっ

た子供たちが、長芋スティックを持ち、氷上をつるつる滑り

ながらもホッキ貝型パックを追いかける姿に歓声や笑い声が

上がりました。東北防衛局では、今大会を更に盛り上げるべ

く準備を進めてまいりますので、多くの方々の参加、観覧を

お待ちしております。
※三沢アイスアリーナの製氷車には

　当局の補助金が活用されています。


